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平 和 御 和 讃
香 林 　 亮 積  作 詞
荒 木 　 憲 子  作 曲優しさをこめて q = 60
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1 　い　 の り　ま　 す　 　い のー り　ま　す
2 　ね　 が い　ま　 す　 　ね がー い　ま　す
3 　も　 と め　ま　 す　 　も とー め　ま　す

1 　せ　 か　い　 へ　 いわ　を　い のー り　ま　す
2 　ひ　 と　の　 し　 あわ　せ　ね がー い　ま　す
3 　は　 な　の　 じょ うど　を　も とー め　ま　す

1 　う ーー え　と　 い　くーさ(v)と　い　う　こ　と　ば
2 　す べー て　の　 い　ーーの ち　びょ う　ど　う　に
3 　う ーー ら　み　 に　くーし み　か　な　し　み　が

1 　わ　 ー す　れ　 さ　せ　て　と　い　のーり　ま　す
2 　か　 が や　き　 た　ま　え　と　ね　がーい　ま　す
3 　は　 ー な　に　 か　わ　れ　と　も　とーめ　ま　す

香 　 林 　 亮 　 積 　 作 詞
荒 　 木 　 憲 　 子 　 作 曲
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（歌詞は 49 ページ）

1 　ほ ーー ね　ん　 しょ　う に　ん　と　 もい　き　が
2 　ほ ーー ね　ん　 しょ　う に　ん　と　 もい　き　の
3 　ほ ーー ね　ん　 しょ　う に　ん　と　 もい　き　の

1 　 ひろ ま り た ま え　と　い のーり　ま　 す
2 　 おし え の ま ー ま　に　ね がーい　ま　 す
3 　 お な じ は ち す　を　も とーめ　ま　 す

な　 む あ　み　 だ　ぶ　つ　 　あ　み　だ　ぶ　つ
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１　参道はるか　三門を
　　過ぎれば右手に　大楠の
　　枝はそよぎて　八百歳の
　　み寺の歴史　語るなり

２　建久三年　井の上の
　　森を鎮めて　民を化し
　　聖光上人　ましまして
　　建て給いけり　善導寺

３　都のひじり　吉水の
　　法然上人　一の弟子
　　教えまもりて　鎮西に
　　浄土の教え　説きたもう

４　耳納の山の　みね高く
　　筑紫次郎は　水ゆたに
　　長き歴史を　はぐくみて
　　導き給え　善きみ寺

５　み堂の甍　聳え立ち
　　楠の梢に　啼く鳥は
　　弥陀の法門　囀りて
　　救いの教え　語るなり
　　　南無阿弥陀仏　アミダ仏
　　　南無阿弥陀仏　アミダ仏

大本山善導寺第六十七世　阿　川　文　正　台下　御作

（音譜は 46 ページ）
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（音譜は 50 ページ）

１　祈ります　祈ります
　　世界平和を　祈ります
　　飢餓と戦争　という言葉
　　忘れさせてと　祈ります
　　法然上人　共生が
　　広まりたまえと　祈ります
　　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

２　願います　願います
　　全人類の幸せ　願います
　　すべての命　平等に
　　輝きたまえと　願います
　　法然上人　共生の
　　教えのままに　願います
　　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

３　求めます　求めます
　　花の浄土を　求めます
　　怨み憎しみ　悲しみが
　　花にかわれと　求めます
　　法然上人　共生の
　　同じ蓮を　求めます
　　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

平和和讃
香　林　亮　積　作詞
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